








要約:非侵襲的方法で研究を進めることを主眼において以下の検討を行い興味ある成果を

得た。一カ月健診における可視的黄疸の域値をミノルタ黄疸計で検討し,測定値 16 以上が

明らかな可視的黄疸を示した。また,尿浸透濾紙を用いたミノルタ黄疸計での測定では,閉

塞性黄疸児の尿では 8 以上を示し,非閉塞性黄疸児は 8 未満であった。この方法で尿中ビ

リルビンの測定が可能で,閉塞性黄疸が容易に鑑別できた。

母乳黄疸と考えられる遷延性黄疸児において可視的黄疸の程度と尿中のビリルビン酸化物

質の排泄を Stokvis(pentdyopent)反応で検討し,その可視的黄疸の程度が強くなるほどそ

の反応が強くなった。その結果より,この遷延性黄疸児においてもビリルビンが生体で生

成された毒性のある活性酸素の処理の一部を担っていることが考えられた。


